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紀要『文藝と思想』投稿規定

１．紀要の名称
本紀要は、和文名『文藝と思想』、英文名『STUDIES IN THE HUMANITIES』

と称し、年１回刊行する。
２．投稿資格
投稿資格は、本学の専任教員及び専任教員の共同執筆者とする。
３．掲載原稿
3−1．本紀要には、主として人文科学にかかわる諸研究の成果を掲載する。
3−2．投稿論文は、未発表のものとする。
3−3．投稿論文は、以下のものとする。
3−3−1．論文（研究成果の発表）
3−3−2．研究ノート（試論的報告、史料・資料の提供など）
3−3−3．翻訳・翻案（著作権者の承諾を得たものに限る）
3−3−4．書評論文（書評の形式をとった論考）
3−4． 原稿枚数は、図表等を含めて、日本語等による原稿については400

字詰め原稿用紙換算で60枚程度を、欧文原稿については8,000語程度
を上限の目安とする。

   なお、編集委員会の判断により執筆者に原稿枚数の調整を依頼する
ことがある。

   本誌１ページ分の刷り上がりは、下記の体裁を基本とする。
    欧文の場合　65字×35行
    和文（横書）35字×35行
    和文（縦書）52字×22行あるいは26字×22行×２段
3−5． 欧文原稿、特殊文字のある原稿、写真、図版の掲載については、投

稿前に編集委員会と相談することとする。
４．投稿手続き
4−1． 投稿に際しては、印刷された原稿２部（査読用として執筆者氏名を

記載しないこと）を編集委員会へ提出し、採用通知がなされた後に
メールに添付して提出することとする。なお、和文原稿には、欧文
タイトルを添えることとする。

4−2． 投稿論文の締め切りは、10月上旬を目安に編集委員会が設定し、学
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内に通知する。
4−3． 原稿は、原則として２名の査読者による査読の上、編集委員会が執

筆者にその結果を通知する。原稿の採否は、編集委員会がこれを決
定する。編集委員会は、必要に応じて原稿の修正を求めることがあ
る。

4−4． 著者による校正は、原則として初校のみとする。
５．著作権の所在
採用原稿については、著作権のうち、複製権、翻訳 ･翻案権、公衆送信 ･
伝達権を公立大学法人福岡女子大学に譲渡することとする。また、福岡女子
大学は、複製権、公衆送信・伝達権の行使を学術情報センターへ委託するこ
ととする。ただし、執筆者本人による掲載原稿の複製、翻訳・翻案、公衆送
信・伝達は、福岡女子大学の許可を必要としない。
６．その他
別刷りは50部とし、それ以上希望する場合は、あらかじめ編集委員に申し
出ることとする。50部以上の別刷りの代金は、個人負担とする。

附則
この規程は、2011年10月４日から施行する。
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編集委員会規程
１．編集委員会の設置
紀要『文藝と思想』の編集のため、編集委員会を設ける。
２．編集委員の構成
編集委員は、本学の講師以上の専任教員２名で構成する。
３．編集委員の委嘱
編集委員は、学部・学科の調整を経て、学術情報センター長が委嘱する。
４．編集責任者の選出
編集委員は、互選により１名を編集責任者として選出する。
５．編集委員の任期
編集委員の任期は、１年とする。
６．編集委員会の権能
編集委員会は以下の事務を行う。
6−1．査読者の選任
6−2．論文掲載の可否の決定と通知
6−3．その他、紀要の刊行に必要な諸事項
附則
この規定は、2011年10月４日から施行する。
査読規定
１．査読者
編集委員会は、原稿１編につき２名の査読者による査読を依頼する。
２．査読者の選任
査読者は、編集委員会により本学の講師以上の専任教員から選任される。
３．査読方針
3−1．査読者の氏名は公開されない。
3−2．査読は、執筆者の氏名を伏せて行う。
3−3． 査読者は、編集委員会に対して定められた期日内に査読結果を報告

しなければならない。
附則
この規程は、2011年10月４日から施行する。

編集委員会及び査読規程
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